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■
二
〇
二
二
年
度
修
士
論
文
要
旨

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
安
徳
天
皇
関
連
説
話
の
研
究

許
　
暁
婷

面
に
並
記
さ
れ
て
い
る
安
徳
天
皇
の
二
種
類
の
姿
に
関
し
て
、
ま
た
、『
平
家

物
語
』
全
体
に
お
け
る
安
徳
天
皇
の
役
割
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
。
先
学

の
指
摘
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
一
つ
目
の
課
題
と
し
て
、『
平
家
物
語
』
に
お
け

る
安
徳
天
皇
誕
生
の
記
事
に
注
目
し
、
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、
数
多
く
の

先
行
研
究
は
安
徳
天
皇
の
死
と
死
に
至
る
原
因
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。

本
研
究
は
二
つ
目
の
課
題
と
し
て
、
母
で
あ
る
建
礼
門
院
に
関
わ
る
記
事
を

井
上
内
親
王
に
関
す
る
説
話
と
比
較
し
、
安
徳
天
皇
が
竜
宮
城
に
堕
ち
た
理

由
に
つ
い
て
改
め
て
論
じ
た
。

　

本
論
文
の
序
章
は
、
延
慶
本
、
源
平
盛
衰
記
と
覚
一
本
に
お
け
る
安
徳
天

皇
入
水
の
場
面
に
着
眼
し
、
諸
本
の
異
同
点
を
明
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
史

実
に
お
け
る
安
徳
天
皇
の
最
後
に
関
わ
る
記
事
を
列
挙
し
、
物
語
と
史
料
と

の
異
同
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
安
徳
天
皇
を
論
じ
た
諸
先
学
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。
諸
先
学
は
、
入
水
場
面
に
並
記
さ
れ
て
い
る
安
徳
天
皇
の
二

種
類
の
姿
に
関
し
て
、
ま
た
、『
平
家
物
語
』
全
体
に
お
け
る
安
徳
天
皇
の
役

割
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
安
徳
天
皇
誕
生
の
記
事
に
注
目
し
、

先
学
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
研
究
を
行
な
っ
た
。
延
慶
本
、『
源
平
盛
衰
記
』

と
覚
一
本
に
お
け
る
、
徳
子
入
内
か
ら
懐
妊
、
御
産
ま
で
の
記
事
を
比
較
し
、

そ
の
異
同
点
を
明
か
に
し
た
。
そ
の
中
に
一
番
注
目
し
て
い
る
の
は
、
安
徳

天
皇
の
誕
生
の
場
面
（『
御
産
』）
で
あ
る
。
諸
本
の
異
同
点
、
ま
た
、
歴
史

資
料
『
山
槐
記
』
や
『
玉
葉
』
な
ど
を
参
照
し
、
諸
本
に
お
け
る
安
徳
天
皇

の
誕
生
の
記
事
で
は
、
時
忠
の
役
割
が
抹
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
実
際
に
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
「
変
成
男
子
」
法
が
行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
、「
甑
落
と
し
」
の
儀
式
に
つ
い
て
、
史
実
と
は
異
な
る
意
味
付
け
が

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

本
論
文
は
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
安
徳
天
皇
の
誕
生
場
面
に
つ

い
て
論
ず
る
。
平
清
盛
と
後
白
河
院
を
つ
な
ぐ
建
春
門
院
の
死
後
、
後
白
河

院
が
自
身
の
皇
子
を
高
倉
の
猶
子
に
し
よ
う
と
画
策
す
る
な
ど
、
清
盛
・
後

白
河
院
双
方
に
と
っ
て
高
倉
天
皇
の
「
次
」
を
め
ぐ
る
構
想
が
交
錯
す
る
中

で
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
年
）
十
一
月
十
二
日
、
安
徳
天
皇
が
誕
生
し

（『
山
槐
記
』、『
玉
葉
』
の
記
事
に
よ
る
）、
同
年
十
二
月
十
五
日
に
立
太
子
に

さ
れ
た
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
年
）
三
歳
（
実
は
一
歳
）
で
即
位
。
政
治

の
補
佐
は
外
祖
父
と
し
て
の
平
清
盛
が
取
り
仕
切
り
、
平
家
一
門
は
栄
華
を

極
め
て
い
た
。
複
雑
な
政
治
勢
力
と
権
利
の
奪
い
合
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

た
安
徳
天
皇
は
、
ま
だ
幼
く
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
年
）
七
月
二
十
五
日
、

源
義
仲
の
入
京
の
最
中
、
平
家
都
落
ち
に
よ
っ
て
西
海
に
伴
わ
れ
た
。
元
暦

二
年
（
一
一
八
五
年
）
三
月
二
十
四
日
、
最
後
の
決
戦
で
あ
る
壇
ノ
浦
の
戦

い
で
平
氏
は
敗
北
し
、
一
門
の
滅
亡
に
至
る
。
安
徳
天
皇
は
、
神
璽
と
宝
剣

を
身
に
付
け
た
外
祖
母
二
位
尼
に
抱
か
れ
、
壇
ノ
浦
に
身
を
投
じ
た
。

　

然
る
に
壇
ノ
浦
合
戦
の
中
の
安
徳
天
皇
の
最
後
に
関
し
て
は
、
各
史
料
の

記
述
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
史
実
と
物
語
の
間
に
安
徳
天
皇
に
関

わ
る
記
事
の
虚
像
と
実
像
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
は
じ
め
、
安
徳
天
皇
の
研

究
を
思
い
立
っ
た
。

　

本
研
究
の
課
題
は
二
つ
あ
る
。
安
徳
天
皇
を
論
じ
た
諸
先
学
は
、
入
水
場
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第
二
章
は
延
慶
本
と
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
建
礼
門
院
の
六
道
語
り

に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
女
院
は
畜
生
道
を
語
っ
た
時
、

古
今
東
西
の
高
貴
な
男
女
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
自
分

も
近
親
相
姦
の
罪
を
犯
し
た
と
告
白
し
た
。
覚
一
本
は
こ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

に
関
わ
る
部
分
を
削
除
し
た
が
、「
御
産
」
に
怨
霊
の
祟
り
の
恐
ろ
し
さ
と
鎮

魂
の
重
要
性
を
描
い
た
記
事
の
例
と
し
て
井
上
内
親
王
の
話
を
引
用
し
た
。

筆
者
は
、
井
上
内
親
王
説
話
と
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
建
礼
門
院
の
脈
絡

を
比
較
し
、
そ
の
共
通
点
を
明
か
に
し
た
。
母
が
禁
忌
的
な
関
係
に
巻
き
込

ま
れ
た
せ
い
で
、
息
子
も
連
座
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
龍
に
な
る
と
い
う
共
通

し
た
物
語
の
流
れ
が
伺
え
る
。
ま
た
、
折
口
信
夫
氏
の
論
を
踏
ま
え
て
、
改

め
て
貴
種
流
離
譚
の
話
型
の
も
と
に
検
討
し
た
。

　

本
論
文
の
最
後
で
は
、
今
後
の
課
題
を
提
起
す
る
。
安
徳
天
皇
誕
生
場
面

に
お
け
る
時
忠
と
重
衡
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

安
徳
天
皇
誕
生
場
面
の
後
半
に
描
か
れ
た
陰
陽
頭
時
晴
の
記
事
に
つ
い
て
詳

し
く
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
覚
一
本
に
お
け
る
安
徳
天
皇
の
造
形
に
つ

い
て
論
を
立
て
る
際
に
、
充
分
な
根
拠
を
示
せ
な
か
っ
た
こ
と
の
三
点
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
き
ょ　

ぎ
ょ
う
て
い
）


